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１）共同研究の目的 

本研究では、既存 OD 槽を改造し、余剰汚泥の削減によるライフサイクルコスト削減を図る「特殊

繊維担体を用いた余剰汚泥削減型水処理技術」について、実規模の実証施設を用いて処理性能や導入

効果を実証することで技術の確立を図ることを目的とした。本研究は、平成 28～29 年度に B-DASH

プロジェクトとして実施され、引続き平成 30～令和 2 年度に自主研究として実施されたものである。

B-DASHの成果は、国土交通省国土技術政策総合研究所より「技術導入ガイドライン（案）」として公

表されているため、本稿では、自主研究の成果を中心に紹介する。 

２）共同研究の概要 

本研究は、長野県辰野町辰野水

処理センターのOD槽 1池を改造

して設置した実証施設（OD 槽容

量：約 2,500㎥）を用いて実施し

た。本技術では、OD 槽内を分水

槽、反応槽、混和槽に分割し、反応槽内を更に直列の複数区画へと多段化し、各区画へ特殊繊維担体

ユニットを浸漬する（図－１）。特殊繊維担体上に形成される生物膜において、汚泥の自己酸化及び高

次の微生物による捕食等の作用により余剰汚泥が削減される。自主研究では、B-DASH に引続き実証

施設を連続運転し、B-DASH において課題とされた、①余剰汚泥削減効果及び BOD 除去性能の長期

実証②低水温期における硝化の安定化方策③最適曝気風量の検証について検討を行った。 

３）共同研究の成果 

・B-DASH 実証期間を含む研究期間全体（4 年）の余剰汚泥削減率（実証系列及び OD 法の対照系列か

ら引き抜かれた余剰汚泥固形物量の研究期間全体における積算値から計算）は 53.5%であり、長期に

亘る余剰汚泥削減効果を実証した。 

・BOD 容積負荷の管理上限値（0.2 kg/(㎥･日)）を超過する場合でも、反応槽 DO濃度の管理下限値を引

上げることで、T-BODが 12 mg/L以下の処理水質が得られることを確認した。 

・低水温期において硝化を促進するための曝気風量の管理値を見出した。これにより、処理水 NH4-N 濃

度は 0.8～4.0 mg/Lと、顕著な N-BODの発現に至らない硝化性能を維持できることを確認した。 

・上記の低水温期を除く期間では、反応槽 DO 濃度が管理下限値付近となるよう曝気風量を抑制する運

転を実証した。 
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図－１ 実証技術のイメージ 


